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１１．景気動向指数の利用の手引き 

 

景気動向指数は、生産、雇用など様々な経済活動での重要かつ景気に敏感な指標の動きを統合す

ることによって、景気の現状把握及び将来予測に資するために作成された統合的な景気指標である。 

CI（コンポジット・インデックス）は採用系列の変化率を合成・累積することにより、景気変動

の大きさやテンポといった量感の把握を目的とし、DI（ディフュージョン・インデックス）は採用

系列の変化方向を合成することにより、景気の波及・浸透度合いや景気転換点（景気の山・谷）の

判定等に用いることを目的とする。 

CI・DI とも、景気に先行して動く先行指数、ほぼ一致して動く一致指数、遅れて動く遅行指数、

の 3 指数がある。三重県では、現在 CI に採用している採用系列は DI と共通であり、先行指数 7、

一致指数 7、遅行指数 6の 20 系列で作成している（全国は先行 11、一致 11、遅行 6の 28 系列）。 

 

（１） CI の概要と利用の仕方 

＜目的＞ 

CI は景気に敏感な指標の量的な動きを合成した指標で、景気変動の大きさやテンポといった量

感を測定することを目的とする。 

 

＜作成方法＞ 

内閣府経済社会総合研究所の作成方法（「内閣府経済社会総合研究所景気統計部 第 9次改定後の

計算方法」）に準拠している。詳しい計算方法については、内閣府経済社会総合研究所のホームペ

ージ内「統計の作成方法」のページ（ https://www.esri.cao.go.jp/jp/stat/di/di3.html ）を参

照されたい。 

ただし、閾値の算出、外れ値の刈り込みにあたって用いるデータの期間は、昭和 60 年 1 月から

平成 26 年 12 月としており、一致指数の採用系列の 5％相当分の値を「外れ値」とするようにして

算出している。 

 

＜利用の仕方＞ 

一般に、一致指数が上昇しているときが景気の拡張局面、低下しているときが後退局面、一致指

数の山（谷）の近くに景気の山（谷）が存在するといわれるように、一致指数の数値の変化の大き

さが景気の拡張・後退のテンポあらわす。また、その時々の量感をグラフなどで視覚的に観察しや

すくなっている。ただし、景気が拡張（後退）局面にあるのか、景気の転換点がどこにあるのかな

どについては、後述の DIと合わせて判断するのが望ましい。（正確な景気の山・谷（景気基準日付）

に つ い て は 、 ヒ ス ト リ カ ル DI に 基 づ い て 設 定 さ れ る 。 詳 細 は 専 用 の ペ ー ジ 

http://www.pref.mie.lg.jp/DATABOX/31662002716.htm  を参照されたい。） 

また、CI が上昇（低下）しても、その期間が極めて短い場合は景気拡張（後退）とみなすのは

適当でなく、景気が拡張から後退もしくはその逆方向に動いたと判断するためには、CI が一定の

大きさで変動することが求められる。（詳細は、後述の「12．CI を用いた景気判断の基準」を参照

22



されたい。）さらに、CIは、景気に敏感に反応するという観点から選ばれた指標の変化量を合成し

たものであり、経済活動を網羅的に把握したものではないことに留意する必要がある。 

CI の基調は、一致指数の動きをみることで判断するが、月々の動きについては極端な外れ値の

影響は除かれているものの、不規則な動きも含まれていることから、移動平均値を取ることで月々

の動きをならして見ることが望ましい。具体的には、足下の基調変化をあらわす「3か月後方移動

平均」と、基調変化が定着しつつあることをあらわす「7か月後方移動平均」を加味し、総合的に

判断する。 

（２） DI の概要と利用の仕方

＜目的＞ 

DI は景気に敏感な諸指標を選定し、そのうち上昇（拡張）を示している指標の割合を示すもの

であり、景気の波及・浸透度合いや景気局面の変化を判定することを目的とする。 

また、ヒストリカル DIを用いて景気転換点（景気の山・谷）の判定を行う。 

＜作成方法＞ 

採用系列の各月の値を 3か月前の値と比較して、増加したときには＋、保ちあいの時には 0、減

少したときは－、という変化方向をつけ、先行・一致・遅行の指数ごとに、採用系列数に占める拡

張系列数（＋となった数）の割合（％）を DI とする。 

DI ＝ （拡張系列数＋保ちあい系列数×0.5）／採用系列数 × 100  （％） 

＜利用の仕方＞ 

一般的に、先行指数は一致指数に数か月先行することから、景気の動きを予知し、遅行指数は一

致指数に数か月から半年程度遅行することから、景気の転換点や局面の確認に利用する。 

景気の良し悪しを判断するには一応 50％ラインを目安にしているが（上回れば拡張局面、下回

れば後退局面）、近年、部門間のばらつきも目立っており、景気局面を判断するには、大半の部門

に景気変動が波及している（DI が 100％あるいは 0％に近い）ことを確認することが必要である。 

ただし、DI は変化率を合成したものではないので、DI の水準自体の変化は景気変動の大きさな

いし振り幅とは直接的には関係ない。 

（３） CI と DI の違い

以上のように、CI が景気の山の高さや谷の深さ、拡張や後退の勢いといった景気の「量感」を

示す指数であるのに対し、DIは景気の局面判定に用いる指数である。 

CI は景気変動の大きさやテンポを比較する量的な分析に活用され、一方の DI は景気局面や景気

転換点を判断する質的な分析に活用されるものとそれぞれは位置づけられることから、両者を相互

補完的に利用することで景気変動をより的確にとらえることができる。 

※ 本手引きは、内閣府経済社会総合研究所が作成した手引きの一部を抜粋、加工して作成したものです。
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